
＜チームＡ＞ 20 26 ＜チームＢ＞

22 22
21 41
22 36

S No 3P 2P FT Foul S No 3P 2P FT Foul

◎ 4 1 8 8 3 ◎ 4 2 2

◎ 5 3 2 2 3 ◎ 5 2 4 2 4

◎ 6 11 4 1 ◎ 6 13 5 1 3

○ 7 ◎ 7 2 1

◎ 8 ○ 8 3 2

○ 9 2 ○ 9 2 2

◎ 10 2 ◎ 10 6 3

11 2 ○ 11 1 1

○ 12 ○ 12 1

13 2 ○ 13

14 ○ 14

15 ○ 15 2 1

○ 16 1 ○ 16 3

○ 17 2 1 1 1 ○ 17 6 1

18 ○ 18 1

合計 8 23 15 合計 17 35 4

◎：スターター　／　○：出場 ／3P：3点シュート成功本数　／　2P：2点シュート成功本数　／　FT：フリースロー成功本数　

茨城県高体連バスケットボール専門部　記録報道委員会

　試合開始直後から攻守が目まぐるしく入れ替わる展開。2-2-1～2-3ゾーンディフェンスでプレッシャーをかける高崎商（以下 高商）に対して，幕
張総合(以下 幕総)は速いパス回しから思い切りの良いシュートを決めていく。一方の高商は幕総のマンツーマンディフェンスの厳しいマークに苦
しむが，カットインプレイからのシュートと⑥津久居のゴール下での奮闘で何とか食らいつき，幕総6点リードで第1P終了。
　第2Pに入っても幕総は⑥渡邉の3pシュート，⑩阿部のリバウンドシュートなどで着実に加点していく。高商は幕総のディフェンスに思うようにド
ライブインをさせてもらえないが，スティールからの速攻や⑧白浜の3pシュートなどで反撃し幕総の6点リードは変わらず。
　第3Pに入ると，高商はスクリーンプレイからのカットイン，⑰荷山の3pシュートで得点するが，④金子を起点として常に速い攻めを展開していく
幕総に徐々に点差を広げられていく。7分，連続スティールからの得点を許し，20点差をつけられたところで高商はタイムアウトを取るが，形勢を
変えるには至らない。逆に幕総は⑥渡邉の3pシュートをはじめとして面白いようにシュートが決まり，26点リードで第3Pを終える。
　第4Pに入っても幕総の勢いは衰えず，85-125で試合終了。1試合通して厳しいプレッシャーをかけ続け，スピード感溢れるバスケットを見せつ
けた幕総が初陣を飾った。

戦　　　評 　　記入者 ： 斧田  典之

第４試合　１３：３０～Bコート大会１日目ひたちなか市総合運動公園体育館

濱    雄介（東京） 副審： 飯島  裕紀（茨城）

群馬

主審：

２位千葉
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15 16横山　拓巳
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得点選手名

新井　孝輔

青木　元気

金子　琢哉

コーチ コーチ中山　義則 飯沼　加寿夫

狩野　明 渡邊　清孝

荷山　智大 松尾　和樹

2

9

鬼形　祥平 本橋　涼

大畠　一将 鈴木　暁良

河内　進之介 平田  和哉  

大須賀　勇人 山本　哲

野村　祐一郎 阿部　勝馬

村田　悠介 重田　智幸

白浜　勇斗 石澤　雄馬

星野　浩一 中村　考宏6

津久居　拓 渡邉　良健

小松　朋生 山田　元太郎

26

高山　陽実
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都丸　俊太
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得点の推移 （2分毎）
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